
　
六
月
九
日

　
一
時
過
、
な
ん
と
か
昨
日
が
今
日
の
連
続
で
は
な
い
よ
う
に
あ
り
た
い
と

思
う
毎
日
だ
が
、
仲
々
そ
う
は
な
ら
な
い
。
午
前
中
、
午
後
共
研
究
室
で
雑

用
に
追
わ
れ
る
。
十
七
時
グ
リ
ー
ン
・
ア
ロ
ー
小
川
氏
石
山
研
小
特
集
入
稿

終
了
。
十
八
時
過
、
栃
木
の
ビ
ル
ダ
ー
西
村
氏
、
室
内
塩
野
君
来
室
。
新
宿

で
会
食
。

　
六
月
十
日

　
九
時
、
電
機
屋
地
下
現
場
で
打
ち
合
わ
せ
。
十
三
時
過
教
室
会
議
に
久
し

振
り
に
出
る
。
十
五
時
博
士
論
文
内
公
聴
会
。
研
究
室
Ｏ
Ｂ
野
口
君
の
論
文

受
理
さ
れ
る
。
公
聴
会
の
後
、
臨
時
人
事
小
委
員
会
。
幾
つ
か
の
案
件
を
相

談
す
る
。
世
田
谷
村
に
帰
り
、
エ
ッ
ク
ス
ナ
レ
ッ
ジ
の
原
稿
、
イ
サ
ム
・
ノ

グ
チ
と
Ｂ
・
フ
ラ
ー
書
く
。
二
十
二
時
四
〇
分
八
枚
書
き
終
え
る
。
や
は
り

書
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
書
く
と
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
が
生
ま
れ
る
も
の

だ
。
解
っ
て
は
い
る
の
だ
が
、
し
ん
ど
い
の
で
時
々
逃
げ
た
く
な
る
の
が
本

当
の
と
こ
ろ
な
の
だ
。

　
六
月
十
一
日

　
九
時
前
杏
林
病
院
。
十
一
時
半
新
宿
駅
地
下
で
、
本
わ
さ
び
そ
ば
の
昼
食
。

上
野
へ
。
十
二
時
四
〇
分
寛
永
寺
境
内
根
本
中
堂
の
軒
先
で
休
む
。
上
野
の

森
に
は
実
に
雑
多
な
魔
者
が
眠
っ
て
い
る
。
雑
誌
陶
磁
郎
の
取
材
で
国
立
博

物
館
、
細
川
家
永
青
文
庫
、
国
立
近
代
美
術
館
工
芸
館
、
日
本
民
芸
館
を
見

て
廻
る
。
十
八
時
修
了
。
少
し
ば
か
り
疲
れ
た
け
れ
ど
、
面
白
か
っ
た
。
現

物
を
見
て
廻
る
の
は
嫌
い
で
は
な
い
。
代
々
木
上
原
で
編
集
者
、
カ
メ
ラ
マ

ン
と
分
か
れ
、
千
代
田
線
で
根
津
に
向
か
う
。
十
八
時
二
十
五
分
根
津
、
約

束
の
時
間
に
ま
だ
間
が
あ
る
の
で
駅
近
く
の
カ
フ
ェ
で
コ
ー
ヒ
ー
を
一
杯
。

そ
し
て
小
休
す
る
。
十
九
時
前
は
ん
亭
へ
。
十
九
時
難
波
和
彦
先
生
、
鈴
木

博
之
先
生
と
参
集
。
歴
史
と
技
術
研
究
会
の
こ
の
後
、
つ
ま
り
近
い
将
来
に

つ
い
て
討
議
す
る
。
二
十
一
時
修
了
散
会
。
そ
の
後
難
波
さ
ん
と
二
十
二
時

過
ま
で
、
小
川
町
で
ビ
ー
ル
な
ど
す
す
り
二
十
二
時
半
お
別
れ
。
友
あ
り
遠

方
よ
り
来
た
る
、
で
は
な
い
が
、
久
し
振
り
に
友
人
に
会
っ
て
ビ
ー
ル
を
す

す
る
。
マ
ア
、
そ
れ
位
の
嬉
し
さ
は
あ
っ
て
も
よ
い
。
昔
は
こ
の
感
覚
を
義

理
と
人
情
と
言
っ
た
。
銭
金
抜
き
の
交
流
は
今
で
は
稀
だ
が
、
こ
の
ベ
ー
ス

が
無
い
と
、
人
生
は
極
め
て
あ
や
ふ
や
な
モ
ノ
に
な
る
の
を
知
っ
て
い
る
。

初
期
モ
ダ
ニ
ス
ト
は
、
こ
の
感
覚
を
表
に
出
す
の
を
嫌
っ
た
。
弱
い
人
間
で

あ
る
と
き
め
つ
け
ら
れ
る
の
を
恐
れ
た
か
ら
だ
。
し
か
し
、
一
人
の
人
間
の

生
き
方
を
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
独
人
の
熟
考
と
小
集
団
の
交
わ
り
の
連

続
に
尽
き
る
。
人
間
が
生
き
る
の
に
最
小
限
に
必
要
な
の
は
ス
ペ
ー
ス
で
も

場
所
で
も
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
の
だ
。
と
少
し
酔
っ
た
頭
で
考

え
な
が
ら
二
十
二
時
四
十
分
、
京
王
線
笹
塚
駅
あ
た
り
で
考
え
て
い
る
。
二

十
三
時
過
に
は
世
田
谷
村
に
辿
り
着
け
る
で
あ
ろ
う
。
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